
 

1 / 1 

上田市 プレスリリース 

令和６年 9 月 4 日 

報道機関 各位 

 

 

 

信州国際音楽村は、「知識欲がいっぱいの子どもたちが、豊かな自然環境の中で人

間性を高める教育を受けられる、ふるさとつくり」を目標として、37 年間歩んでま

いりました。 

この度、「ひとづくり」を念頭に置いた下記のコンサートの開催により、地域の子

どもたちがぜひともこの貴重な機会を活かし、当施設のホールへ足を運ぶきっかけ

づくりと、生の芸術の楽しさを体験できるよう、企画しました。 

元ウィーン・フィルハーモニー管弦楽団のバストロンボーン奏者カール・ヤイト

ラー氏は青少年育成の活動に御尽力されており、氏が音楽監督を務める「上田ウィ

ーンアカデミー(ＵＷＡ)」によるウィーンスタイルの管楽器のための音楽を学ぶこ

とにより、地域の子どもたちが高い音楽性や多様な文化に触れ、日本とオーストリ

アの文化の相互理解を目指しています。 

つきましては、事前及び当日の取材をよろしくお願いします。 

 

日 時：令和６年 9 月 12 日（木）午前 10 時 45 分から（45 分程度） 

場 所：信州国際音楽村 ホールこだま  

内 容：上田ウィーンアカデミー2024～トロンボーンと管楽アンサンブルのために～ 

主 催：上田市・上田市教育委員会・一般財団法人信州国際音楽村 

参加者：丸子北小学校児童 3、4、6 年生及び引率者 (計 179 名)  

 

 

上田ウィーンアカデミー2024～トロンボーンと管楽アンサンブルのために～ 

こどものためのコンサート開催のご案内 

本件に関する問合せ先 

上田市 丸子地域教育事務所 

所長 小林 （担当者 田中・永井） 

℡ 0268-42-3147 
上田市は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。 

上田市は「SDGs未来都市」です。 





 

カール ヤイトラー（Karl Jeitler) 

元ウィーンフィルハーモニー管弦楽団 

バストロンボーン奏者 

 

オーストリア在住。オーストリアのグラーフェンバッハ生まれ。

8 歳よりピアノを始める。12 歳から伯父の手ほどきによりトロ

ンボーンとユーフォニアムも始める。1965 年から 1973 年ま

でウィーン国立音楽大学に在籍。在籍中 1969 年には『ウィ

ーン・フォルクス・オーパー』で演奏するようになる。1970 年

に『ウィーン交響楽団』に入団。1974 年に『ウィーン国立歌

劇場』に移籍。その後『ウィーンフィルハーモニー管弦楽

団』団員としても活躍、2012年までの 38年間在籍し世界中で演奏活動を行う。バストロンボーン奏

者。 

 その後『ウィーン青少年吹奏楽団』、『フィルハーモニックオーケストラ・ウィーン』、『ウィーン・トラン

ペットコア』を創設、各団体の指揮者も務める。 

１９９１年より L.バーンスタインが設立し、札幌にて毎年開催されている「パシフィック・ミュージック・フ

ェスティバル」（P・M・F）の講師として参加。また、浜松市天竜区佐久間町においてウィーンの音楽

を中心に様々な音楽教育及び音楽事業も展開している。 

1997 年にはウィーンフィルの管打楽器メンバーで構成されている『ウィーン・アンサンブル 11』を創

立し、その代表も務める。また 2010年より信州国際音楽村で「上田ーウィーンアカデミー」音楽監督

を務める。 

 

 

 

澤田まゆみ 

ピアノ 

 

東京芸術大学、ドイツ国立リューベック音楽大学卒業。東京芸術

大学大学院修了。高崎にて「演奏・展示・お話による音楽会」開

催（2001～2006、計 10回）等により上毛芸術文化賞受賞（2007）。

上田－ウィーンアカデミー参加アーティスト（2010～）。現在新

島学園短期大学コミュニティ子ども学科准教授及び高崎経済大

学附属高等学校芸術コース音楽系講師。日本演奏連盟会員。 
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